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午後１時４５分開会 

○教育長 ただいまから、本年第７回足立区教育委員会定例

会を開会いたします。 

  本日の出席委員数は定足数であります。よって会議は成

立いたします。 

  それでは、これより審議に入ります。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

○教育長 初めに、会議録署名員の指名をいたします。 

  本日の会議録署名員に葉養委員、杉田委員を指名いたし

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

○教育長 それでは日程第１、第４７号議案を議題といたし

ます。 

  庶務係長。 

○庶務係長 日程第１、第４７号議案 足立区立学校の管理

運営に関する規則の一部を改正する規則。 

  以上。 

○教育長 第４７号議案について、宮本学校教育部長から説

明をお願いいたします。 

  学校教育部長。 

○学校教育部長 お手元資料の２ページ、第４７号議案説明

資料をご覧願います。 

  件名・所管部課名は記載のとおりでございます。 

  足立区立小・中学校の夏季休業期間につきましては、第

６回定例会において、平成２９年度から短縮を見直しして、

８月３１日までに改めるとの議決をいただいております。

本議案は、その議決に基づきまして、規則改正を行うもの

でございます。 

  説明は以上でございます。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより本案の

審議に入ります。 

  第４７号議案について、ご質問・ご意見ありましたらお

願いいたします。いかがでしょうか。 

  よろしいですか。 

（なし） 

  無いようですので、これより４７号議案本議案、足立区

立学校の管理運営に関する規則の一部を改正する規則を

採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者挙手） 

  挙手全員であります。よって本案は原案のとおり議決す

ることにいたします。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

  次に、日程第２、第４８号議案を議題といたします。 

  庶務係長。 

○庶務係長 日程第４８号議案 足立区生涯学習センター

条例施行規則の一部を改正する規則。 

  以上。 

○教育長 第４８号議案について、和泉地域のちから推進部

長から説明をお願いいたします。 

  地域のちから推進部長。 

○地域のちから推進部長 ５ページをお開きください。足立

区生涯学習センター条例施行規則の一部を改正する規則

でございます。 

  こちらにつきましては、条例改正に伴いまして、こちら

の内容に書いてありますが、駐車場使用料の上限額を１，

７００円とするという内容でございます。 

  改正理由につきましては、駐車場の有効活用、それと利

用する区民の皆様の負担軽減、それを図るためということ

でございます。 

  説明は以上でございます。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより本案の

審議に入ります。 

  第４８号議案について、ご質問・ご意見ございましたら

発言をお願いいたします。 

  何か質疑ありますか。よろしいですか。 

（なし） 

  無いようですので、これより第４８号議案、足立区生涯

学習センター条例施行規則の一部を改正する規則を採決

いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求
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めます。 

（賛成者挙手） 

  挙手全員であります。よって本案は原案のとおり議決す

ることにいたします。 

 

  ここで和泉部長と浅見課長は所用のため退席させてい

ただきます。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

  次に、日程第３、第４９号議案を議題といたします。 

  庶務係長。 

○庶務係長 日程第３、第４９号議案 足立区特定教育・保

育施設、特定地域型保育事業等の利用者負担に関する条例

施行規則の一部を改正する規則。 

  以上。 

○教育長 第４９号議案について、鳥山子ども家庭部長から

説明をお願いいたします。 

  子ども家庭部長。 

○子ども家庭部長 資料１０ページをお開きいただきたい

と思っております。 

  件名・所管部課名は記載のとおりでございます。 

  国が多子世帯、ひとり親世帯等に対する利用者負担の軽

減の拡充を行いましたことによりまして、第２回足立区議

会定例会におきまして、記載の条例を改正いたしました。

これに伴いまして、現行条例施行規則の中で条例改正の内

容と重複する部分につきまして改正を行うものでござい

ます。 

  具体的な内容でございますが、ひとり親世帯に対する減

額規定の削除についてでございます。区民税所得割課税額

７７，１０１円未満のひとり親世帯の保育料を、１人目は

半額、２人目以降は無償とする規定を設けました。この内

容につきまして、規則で規定しておりました減額内容と重

複するということで、規則から削除をいたします。 

  ２つ目といたしまして、年長の未就学児が、特定教育・

保育施設以外の施設に通園している多子世帯における年

下の子の保育料に対する減額規定を改正するものでござ

います。 

  内容といたしましては、保育算定上の子どもの年齢制限

が撤廃されました。これに伴いまして、年長の未就学児が

特定教育・保育施設以外の施設に通園している多子世帯、

そういったものも含まれるということで、規定における申

請対象から当該世帯を除く内容で規則を改正するもので

ございます。 

  新旧対照表は１１ページ以降でございます。 

  施行日につきましては、公布の日から施行するというこ

とになっております。 

  対象者につきましては平成２８年４月分の保育料から

さかのぼって適用するといった内容でございます。 

  以上です。よろしくお願いいたします。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより本案の

審議に入ります。 

  第４９号議案についてご質問・ご意見がありましたらご

発言をお願いいたします。何か質疑はありますか。 

  よろしいですか。 

（なし） 

  無いようですので、これより第４９号議案、足立区特定

教育・保育施設、特定地域型保育事業等の利用者負担に関

する条例施行規則の一部を改正する規則を採決いたしま

す。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者挙手） 

  挙手全員であります。よって本案は原案のとおり議決す

ることにいたします。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

  次に、日程第４、第５０号議案を議題といたします。 

  庶務係長。 

○庶務係長 日程第４、第５０号議案 足立区教育財産の用

途変更の承認について。 

  以上。 

○教育長 第５０号議案について、宮本学校教育部長から説

明をお願いいたします。 

  学校教育部長。 

○学校教育部長 お手元資料の１５ページ、第５０号議案説

明資料をご覧願います。 
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  件名・所管部課名は記載のとおりでございます。 

  寺地小学校校舎の西側に地域住民が生活道路として、ま

た、児童が通学路として使用している道路がございます。

この道路につきましては、本年第１回区議会定例会におい

て、特別区道として認定されておりますが、道路用地の東

側部分１９２．２８平方メートルは、現在、財産上は寺地

小学校用地となっております。１６ページにその案内図が

あり、「該当箇所」と表示のある部分でございます。本議

案は、この寺地小学校用地の一部を道路敷として提供する

ため、教育財産の用途を変更するというものでございます。 

  説明は以上でございます。 

○教育長 ただいま説明がありましたので、これより本案の

審議に入ります。 

  第５０号議案について、ご意見・ご質問などありました

ら、発言をお願いいたします。何か質疑はありますか。 

  よろしいですか。 

（なし） 

  無いようですので、これより第５０号議案、足立区教育

財産の用途変更の承認についてを採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者挙手） 

  挙手全員であります。よって本案は原案のとおり議決す

ることにいたします。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

  次の第５１号議案から第５８号議案につきましては、足

立区教育委員会会議規則第１４条第１項のただし書きに

よる人事に関する件ですので、非公開の会議としたいと思

います。 

  お諮りいたします。本日の第５１号議案から第５８号議

案につきまして、非公開とすることに賛成の方の挙手をお

願いいたします。 

（賛成者挙手） 

  挙手全員であります。よって第５１号議案から第５８号

議案につきましては非公開とさせていただきます。 

   

―――――――――◇―――――――― 

 

 （ 非公開 ） 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

〇教育長 これで非公開の審議を終了いたします。 

 傍聴人に、お入りいただいてください。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

（傍聴人入場） 

 

 〇教育長  次に日程第１３、教育長報告を議題といたし

ます。今回は足立区議会第２回定例会での主要な質疑につ

いて報告をさせていただきます。 

  それでは、教育長報告をいたします。 

  平成２８年第２回足立区議会定例会は６月１０日、本会

議で質疑が行われています。その後、中間の本会議が６月

１４日、本会議の終了は６月２２日であります。 

  主な質疑ですけれども、まず、教育振興計画の策定にあ

たっての基本的な考え方です。これについては、足立区基

本構想・基本計画との整合を図るとともに、教育大綱の基

本理念である「夢や希望を信じて生き抜く人づくり」を実

現するための具体的な施策を盛り込んだ内容とし、施策ご

とに指標を設定していく。計画期間については、足立区基

本計画の計画期間に沿って定めていく。また、計画策定後

は、区の行政評価制度及び「地方教育行政の組織及び運営

に関する法律」の規定に基づく「教育委員会事務の点検・

評価」の仕組みを活用し、進行管理をしていく。 

  なお、対象となる範囲については、教育委員会所管の学

校教育及び子ども家庭分野だけでなく、文化・スポーツな

ど区長部局所管の生涯学習分野を含む計画と考えている、

と答弁させていただきました。 

  次に、待機児童対策です。４月１日現在の待機児童数は

３０６名だったが、昨年度の保育施設の整備状況、また、

今後のその取り組みをどう評価しているのか、というご質

問をいただいております。 

  平成２７年度の整備状況は、認可保育所５カ所の新設及

び既存保育施設の増改築などにより４８５名の定員を増
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やしております。評価としては、新規整備を行った地域に

おいては、一定の待機児童の増加抑制ができたと考えてい

る。しかしながら、公募を実施した認証保育所１カ所、小

規模保育室２カ所には適したテナント物件が無く応募が

無く、このため、待機児童を大幅に減少させることができ

なかった。なお、認証保育所１カ所は、今年度内の開設に

向けて現在整備中で、小規模保育室については、待機児童

対策として２カ所とも認可保育所に切りかえ、整備中また

は公募中である、と答弁させていただいております。 

  次に、参議院選挙があったわけですが、教育の政治的中

立についてのご質問をいただいております。 

  教育基本法にも明記されているとおり、教育基本法にも

明記されている通り、法律に定める学校は公立・私立を問

わず、特定の政党を支持し、またはこれに反対するための

政治教育その他の政治活動をしてはならないことになっ

ております。 

  教育公務員の政治的行為は地方公務員に比べ、より厳し

い制限が課せられております。校内掲示物や配布文書は、

全て校長がチェックし、法令に照らして、政治的中立につ

いて確認の上、掲示・配布等を行っています。また、指導

内容についても全教員に週ごとの指導計画を提出させ、指

導内容について確認していくよう指導を徹底しています。 

  １８歳選挙権は教育における政治的中立に関して懸念

される事例があったことから、今後は、文部科学省による

「指導上の政治的中立の確保等に関する留意点」などを参

考にし、区教育委員会としての方針を取りまとめ、校長会

において周知徹底していく、と答弁をさせていただいてお

ります。 

  次に、学力についてのご質問がありました。区がやって

いることは、学力テストの過去問やドリル学習の繰り返し

による正答率、通過率の向上対策など知的なトレーニング

に偏っているのではないか、「学力を育てる」ことに逆行

しているのではないかというご質問でした。 

  貧困の連鎖を断ち、子どもたちが夢や希望に向かって羽

ばたくには、基礎的な学力の定着が不可欠であり、区を挙

げて取り組んでいる。その結果、就学援助率と学力テスト

における正答率との相関関係を示す係数も、小学校で０．

７から０．３に変化するなど、成果があらわれている。 

  これは、「知的トレーニングに偏った対処法」ではなく、

学校長の強いリーダーシップのもと、少人数学習やそだち

指導など、個に応じたきめ細やかな指導、教員の指導力向

上によるわかる指導の賜物である。 

  中でも、授業における言語活動の充実、学び合いを重視

した授業づくりは、クラスメイトとの人間関係の中で「考

える力」、「つなげる力」を醸成し、確かな学力の定着につ

ながっている。これは、まさに「見えない学力」の支えが

「見える学力」を伸ばしたものであり、「学力を育てる」

ことに逆行しているとは考えていない、と答弁させていた

だいております。 

  最後に、児童相談所に関するご質問がありました。 

  児童福祉法の一部改正がされまして、特別区全体として

は改正法施行後、整備が整った区から児童相談所の設置を

目指すこととしている。しかし、児童相談所を設置する場

合、児童福祉や心理に関する専門家の確保・育成や、設置

運営にかかる財源及び財産の課題に加え、一時保護所機能

などの都区間、２３区間での連携の課題など協議すべき課

題が多々ある。足立区においては、児童相談所設置に向け、

今後、庁内の関係所管によるプロジェクトチームを設置し、

各種課題を協議し、ロードマップを作成していく、と答弁

させていただいております。 

  これで教育長報告を終わらせていただきます。 

 

―――――――――◇―――――――― 

 

  続いて、報告事項に入ります。 

  報告事項についてのご質疑については、まとめてお願い

したいと思います。 

  初めに①について、浮津教育指導課長、お願いいたしま

す。 

  教育指導課長。 

○教育指導課長 １８ページをお開けください。 

  件名・所管部課名については記載のとおりです。 

  東京都教育委員会が実施しております体罰調査の結果、

足立区の状況が判明しましたので、ご報告をさせていただ

きます。 

  ５番のところ、足立区の概況として、今回、体罰案件に

ついては確認されておりません。ただし、不適切な行為と

いうことで、不適切な指導４件、暴言１件が確認をされて
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おります。 

  不適切な指導に関しては、指導中、胸ぐらをつかんで、

というような行為であったり、また、暴言等であれば、子

どもに厳しい言葉で接したということでこの件数が上が

っております。 

  また、やはり不適切な指導や暴言が体罰につながりかね

ませんので、今後も丁寧な指導を各学校にしてまいりたい

と思います。 

  既にこの公表については６月２３日、東京都教育委員会

からプレス発表されております。 

  今後の方針としては体罰の根絶に向けて、各学校の意識

の向上をさらに高めてまいりたいと思います。 

  私からは以上です。 

○教育長 次に、②について須原学力定着対策室長、お願い

します。 

○学力定着推進室長 森学力定着推進課長は所用のため、か

わりにご報告させていただきます。 

  平成２８年４月１４日に実施いたしました平成２８年

度「足立区基礎学力定着に関する総合調査」の調査結果が

まとまりましたのでご報告いたします。 

  資料２１ページをご覧ください。 

  １、調査の目的でございます。 

  まず、１点目、基礎的・基本的内容を中心として児童・

生徒の学力の定着状況を的確に把握すること。 

  ２点目、児童・生徒の生活・学習習慣等の現状を的確に

把握すること。 

  ３点目、各学校が自校の結果を分析することで、指導内

容や指導方法、家庭との連携等における工夫・改善を図る

こと。 

  ４点目、調査結果を分析することで、区の教育行政施策

に生かすこと。 

  ５点目、児童・生徒個々の実態に応じた指導改善に生か

すということ。 

  この５点を目的といたしまして調査を実施してござい

ます。 

  ２、実施結果。 実施日、受験科目、調査実施人数。ま

た、３、調査受託者につきましては記載のとおりでござい

ます。 

  ２２ページ。４、基礎学力を身につけている児童・生徒

の割合等についてご報告いたします。 

  まず、小学校【国語】ですけれども、全学年で正答率が

目標値を上回りました。通過率は、２年生を除いた各学年

で昨年度より向上し、全学年で７０％を超えている状況に

なってございます。 

  続きまして【算数】でございますが、全学年で正答率が

目標値を上回りました。通過率は全ての学年で低下してい

ますが、どの学年も７０％を超えています。 

  続きまして中学校です。 

  まず、【国語】ですが、全学年で正答率が目標値を上回

りました。通過率は全学年で向上し、どの学年も６０％を

超えている状況でございます。 

  中学校【数学】は、全学年で正答率が目標値を上回りま

した。通過率は１年生と２年生で昨年度より向上しました

が、３年生は低下し、全体では５３から６２％となってお

ります。 

  続きまして、中学校【英語】ですが、正答率は３年生で

目標値を下回り、２年生で同数となりました。通過率はど

の学年も昨年度より向上し、５０％台となっております。 

  ５、学習意識調査結果（一部抜粋）でございます。さま

ざまな項目がございますけれども、この中で抜粋してご紹

介いたします。 

  （１）「勉強が好きだ」という回答につきましては、全

体平均で６１．３％が肯定的な回答をしております。 

  （２）「学校での授業が分かる」につきましては、全体

平均で８３％。 

  （３）「宿題がなくても家で勉強をする」、全体平均で６

６．７％。 

  （４）「１ヶ月に本を２冊以上読む」全体平均で５６．

８％が肯定的な回答をしております。 

  （５）は、「大人になったときの夢や目標を持っている」、

全体平均で８２．７％となっております。 

  続きまして、６、分析結果と今後の課題でございます。 

  まず、小学校でございます。 

  小学校では、全体としては各学校の学力向上に向けた取

り組みが定着し、正答率、通過率とも比較的高い水準にあ

ります。 

  教科別に見ますと、国語は向上したが、算数では全学年

とも低下しています。基礎学力を身に着けた児童を１人で
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も多く育てるためには、児童１人１人の個々のつまずきを

丁寧に解消させていく日常的な不断の努力が不可欠です。

放課後等の補充教室の実施やそだち指導員などを活用し

ながら、各校の取り組みの深化をさらに進めてまいりたい

と思っております。 

  次に、中学校でございます。 

中学校は３年生の数学を除いて全ての学年、教科で通過率

が向上いたしました。教科指導専門員や足立スタンダード

などを活用して、誰もがよくわかる授業の実現を図る取り

組みの成果が見えつつあるものと考えられます。英語のほ

うは、前年度までの教員の授業力向上に加え、英語確認テ

ストの実施など補助の取り組みが功を奏し通過率の向上

が見られましたが、依然として厳しい状況にあります。英

語チャレンジ教室等の補充教室の実施や教科指導重点校

による指導体制の改善など、新たな施策を今後打ち出して

いく必要があるかと考えております。 

  今後の方針といたしましては、この調査結果の詳細及び

各学校の学力向上への主な取り組み等を「調査結果報告

書」の冊子に取りまとめ、それを９月上旬に関係機関に配

付すること、それと同時に「概要版」（リーフレット）を

つくりまして保護者に配付することを予定しております。

また、これらの情報につきましてはホームページにも掲載

したいと考えております。 

  以上でございます。 

○教育長 次に③について、上遠野子ども政策課長、お願い

します。 

  子ども政策課長。 

○子ども政策課長 報告資料の２５ページをご覧ください。

不登校対策検討会の設置についてでございます。不登校対

策につきましては、これまでもそれぞれの担当のほうでさ

まざまな検討、対策を進めてまいりましたけれども、今回、

この不登校の全面的解決に向けまして、全庁的に対策を進

めていくため、足立区不登校対策検討会を設置いたしまし

た。また、不登校の要因の１つと考えられます発達障がい

につきまして、現在福祉部などを中心に別途検討が進めら

れておりますので、そちらの検討結果も十分こちらの会議

に生かしながら、取り入れて検討していきたいという形と

なっております。 

  １番の検討会の構成でございますけれども、それぞれの

ライフステージごとに３つの部会を設置させていただい

ております。就学前、小中学校、中学卒後という形となっ

ております。 

  調査検討事項につきましては、（１）（２）に記載のとお

りでございます。検討会のメンバーが２５ページ、２６ペ

ージに書かせていただいています。 

  ４番のスケジュールでございますけれども、６月２２日

に第１回の全体会を開催させていただきました。現在７月

に入りまして、それぞれの部会の検討会が始まっていると

ころでございます。 

  今後の方針でございますけれども、今回の検討会の検討

の結果、実現可能な事業につきましては、早期に予算化等

を図り、事業を進めていきたいと考えています。 

  私からは以上でございます。 

○教育長 ④について、伊藤生涯学習振興公社事務局長、お

願いします。 

  生涯学習振興公社事務局長。 

○生涯学習振興公社事務局長 それでは私より、平成２７年

度の生涯学習振興公社の事業概要と決算につきまして、お

手元の平成２７年度公社事業概要・決算説明書でご説明い

たします。よろしくお願いいたします。 

  まず１ページをご覧ください。公社の概要でございます

が、名称、所在地、代表者は記載のとおりでございます。

設立年月日ですが、平成５年２月に母体である公社を設立

いたしまして、平成２１年１０月１日には公益財団法人と

して認定されました。職員構成ですが、常勤職員として区

からの派遣職員、固有職員、それと非常勤職員など合計４

９名です。公社の基本財産につきましては、１５億円ござ

います。 

  次に組織機構ですが、決議機関としての評議会のほか記

載のとおりでございます。 

  次に、平成２７年度の経営方針と主な公益目的事業です

が、経営方針といたしまして記載のとおり重点事業である

あだち放課後子ども教室の支援のほか３点としておりま

す。 

  この運営方針に基づき、記載の５点の事業を主な公益目

的事業としてございます。 

  ２ページをお開きください。平成２７年度の主な公益目

的事業等の詳細内容を記載してございます。このうち、特
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色のある主要な事業についてご説明いたします。 

  まず１、生涯学習の機会提供に関する事業の（１）の③、

放課後キッズおりがみ教室ですが、この授業の運営には、

子どもと遊ぶおりがみ教室講座の修了者約８０名にボラ

ンティアとして携わっていただきました。徐々に広がりを

見せ、１９校で１８３回実施し、延べ２，９７３人の児童

の参加を得てございます。 

  次に、（２）の③コンサートｉｎミュージアムですが、

この事業は平成２７年度の新規事業で、お配りいたしまし

た案内パンフレットにあります区内の４つの民間施設、六

町ミュージアム・フローラ、昭和の家＜平田邸＞、わたな

べ音楽堂＜ベルネザール＞、石洞美術館がネットワークを

組みまして、各館の代表による実行委員会によりテーマを

決め、区民向けのコンサートを実施いたしました。 

  ２７年度は各館１回ずつ計４回開催し、延べ２５０人の

参加をいただきました。 

  （４）の③あだち放課後子ども教室利用案内ですが、こ

の事業も平成２７年度新規事業です。お配りいたしました

冊子「＝あだち放課後子ども教室へ行こう＝」を、学校説

明会の時期までに５万部作成し、新入生・在校生に配付を

いたしました。 

  次に、２の生涯学習の人材育成に関する事業の（１）の

②、文化団体等地域人材育成のうち、あだちアートリンク

カフェですが、この事業は、区内で芸術、文化の活動にか

かわる部分で、熱心に活動されている方々が、今後、やは

りこの部分で先進的に活動されている方をゲストスピー

カーとして迎えて、参加者同士の交流を図り、新たな地域

における芸術・文化活動の創出を図ることを目的としてい

ます。月１回開催し、２７年度は８回、延べ２２０人が参

加されました。さらに２７年度は新規事業として、一般区

民も参加できる、あだちアートリンクカフェ公開フォーラ

ムを開催し、各施設の魅力の紹介とミニコンサートを実施

いたしまして、区民の方６５人が参加されました。 

  次に５、足立区から受託する生涯学習に関する事業の

（１）あだち放課後子ども教室の支援です。この事業は、

地域の方々に見守られながら、自由遊び、自主学習を原則

として、放課後の児童の居場所として児童の健全育成、あ

るいはさまざまな体験機会の提供を図るものでございま

す。 

  現在、区内全学校で週５日開催がおおむね達成されまし

た。さらに全学年実施に取り組んでおります。 

  ２７年度は全学年実施校が７校増えまして、３月末現在

で全６９校中５７校となりました。 

  次に（２）ジュニア吹奏楽団支援ですが、近年吹奏楽団

の認知度が上がりまして、区外からも出演依頼がありまし

た。２７年度には全国官公庁野球大会開会式、あるいは東

京ドームシティ、アトラクション、ハロウィンキッズパレ

ードにおいて披露いたしました。 

  事務局からは以上でございます。 

  次に、決算概要についてご説明いたします。３ページを

ご覧ください。３ページの勘定科目の中にありますそれぞ

れの勘定科目の名前と括弧書きも交えてご説明させてい

ただきます。 

  まず、５の正味財産増減計算書についてご説明いたしま

す。一般正味財産の増減の経常増減の部の経常収益につい

てご説明します。経常収益は公社の収入となるものですが、

財産の運用益、事業収益、補助金、雑収益の４種類がござ

います。 

  まず、財産の運用による収益ですが、＜２＞の基本財産

運用益の計でございますが、１，６４５万円余でございま

す。それに、＜３＞特定資産の受取利息、３１万円余、＜

６＞その他の固定資産の運用益、計９万円、合計が１，６

８５万８，４３７円でございます。これが運用益でござい

ます。 

  ＜７＞から＜８＞の事業収益につきましては、区からの

受託事業収入計２億１，７０６万円余。放送大学からの受

託事業収入４４９万円余で、合計２億２，１５５万９，６

９９円です。なお、２７年度は収益のある自主事業は実施

しませんでしたので、＜７＞自主事業収益はございません。

補助金につきましては、校舎の人件費などの管理・運営に

充当する区からの補助として、合計、＜１１＞の３億１４

６万５，２８３円です。 

  雑収益につきましては、６１万９，０３６円でございま

す。この結果、経常収益の合計は＜１５＞の５億４，０５

０万２，４５５円で対前年同比でマイナスの２，１６３万

１，８２１円となりました。 

  次に、経費についてご説明申し上げます。４ページをお

開きください。まず、公社事業にかかった経費である公益
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目的事業会計の経常費用ですが、＜１６＞役員報酬から＜

３５＞の交付金まで、＜３６＞の合計は４億９，２５８万

８，８４２円でございます。 

  次に、５ページをご覧ください。収益事業の経費でござ

います。新規事業は２７年度行いませんでしたので、経費

は発生してございません。 

  次に、６ページをお開きください。公社運営にかかった

管理経費である法人財源の経常経費でございます。＜３７

＞役員報酬から＜５７＞燃料費まで、＜５８＞の管理費合

計が４，９５９万５，６０３円でございます。 

  ７ページをご覧ください。２７年度収益と費用をまとめ

たものが７ページの中段の表に記載してございます。＜６

２＞経常収益計、５億４，０５０万２，４５５円、＜６３

＞経常費用、５億４，２１８万４，４４５円。収益が費用

を上回りませんでしたので、この２つを差し引いた＜６６

＞マイナス１６８万１，９９０円が２７年度単年度の公社

の赤字となるもので、これに公社の一般正味財産を充当し

ているところでございます。 

  その結果、２７年度末の公社の＜７０＞一般正味財産期

末残高は２億７，０７２万１，７６０円で、＜６９＞期首

との差額、１６８万１，９９０円が先ほどの赤字と同額に

なってございます。 

  指定正味財産、いわゆる基本財産でございますが、＜７

３＞にあります１５億円で変更はございません。 

  以上の結果、２７年度の公社の＜７４＞正味財産期末残

高は、＜７０＞の一般正味財産期末残高と＜７３＞指定正

味財産期末残高１５億円の、合計、１７億７，０７２万７，

１６０円となりました。 

  以上で、平成２７年度の事業と改定の説明を終わります。 

  なお、詳細につきましては、お手元の平成２７年度の事

業報告書、財務諸表、附属明細書、財産目録に記載されて

ございますので、ご確認をお願いいたします。 

  なお、本報告につきましては、５月１１日に実施した監

事監査で認定され、６月３日開催の公社評議委員会で了承

されております。 

  長くなりましたが、以上でございます。 

○教育長 次に⑤について、杉岡教育政策課長、お願いしま

す。 

  教育政策課長。 

○教育政策課長 追加で挙げさせていただいてます別冊資

料の１ページをご覧ください。 

  件名・所管部課名は記載のとおりでございます。 

  長期休業中における子どもの過ごし方を検討するため、

今年度放課後子ども教室の拡大版として、夏休み中の試行

実施・検証を行うものでございます。 

  １番の実施校及び実施内容でございますけれども、今回、

小学校の校長会のほうに趣旨を説明させていただいて、４

校実施させていただきます。まず、小学校校長会長の花保

小学校、副会長の大谷田小、皿沼小。また、千寿桜小にお

きましては、前年度まで夏休み開催の実績がございます。

以上、４校でございます。 

  実施日程、内容につきましては、各小学校の校長と放課

後子ども教室の実行委員会が協議をして、内容・詳細を決

めてございます。したがいまして、放課後子ども教室の会

場にあわせてスタッフの配置もしてございます。 

  ２番の検証項目でございます。夏休みの子どもの居場所

として、放課後子ども教室の役割、または課題の検証がど

うかというのが１番目でございます。また、今回の４校の

うち、２校、校内学童が大谷田小、千寿桜小、また校外学

童が花保小、皿沼小と２校ずつ分かれてございますので、

学童保育室の入室児童の参加もどの程度あるのかも検証

の項目に加えてございます。 

  今後の方針でございます。次年度以降につきましては、

今年度の検証を踏まえまして、関係所管と協議して進めて

まいります。 

  説明は以上でございます。 

○教育長 ただいまの報告事項につきまして、各委員からご

意見・ご質問がありましたら、ご発言をお願いいたします。

いかがですか。 

  葉養委員。 

○葉養委員 ２５ページの不登校対策検討会の設置等につ

いて。これはもしそういうデータがあればということなの

ですが、大人の世界の引きこもりというのもかなり大きな

問題です。たぶん引きこもりの年齢の上のほうが今、６０

歳ぐらいに到達していると思います。１５年ぐらい前の数

字だと２００万人という。だから、今はもっと膨らんでい

るはずなので３００万人とかそれぐらいのオーダーにな

っているのではないかと思います。 
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  問題は、大人の引きこもりと引きこもりになった大人を

追跡していくと、学校に在籍しているときに不登校になっ

たという経験を持つ方のパーセンテージがデータ的に高

いという、社会学の１つのデータ分析ですけれども、そう

いうのが言われているのですが、大人の引きこもりについ

てのデータが、教育委員会のデータではないのでしょうけ

れども、もしあるようでしたら、どういうところにアクセ

スすればわかるのか教えていただければと思います。 

○教育長 子ども政策課長。 

○子ども政策課長 葉養委員からご質問がございました大

人の引きこもりのデータでございますけれども、私どもで

把握しておりませんで、区でもそういうデータがあるかど

うかは調べてみないとわからない状況です。ただ、区長部

局で就労対策などで引きこもりへの取り組みをやってい

るセクションなどもございますので、そのあたりでどのよ

うなデータを持っているか。それにつきましては、卒後部

会などにもかかわってまいりますので、そのあたりの情報

については確認させていただきたいと思います。 

  以上です。 

○教育長 不登校については、小中だと約１，０００名のと

いうことは把握されているわけですけれども、大人は今、

答弁があったようになかなか難しい。それについてもやっ

ぱりこの部会で検討していく必要があるだろう。それから、

委員がおっしゃったようにそれ以前の、就学前にも多分そ

ういう芽があって、それについても調査をしようと考えて

おりますので、また調査結果が出れば報告したいと思いま

す。 

  葉養委員。 

○葉養委員 この件を質問させていただいたのは、実は長野

県で教育委員をやっているときに、放送大学の人口減少の

シリーズでよく出ている千葉大の名誉教授の社会学者、宮

本先生ですね。あの方の、長野県の松本市出身ということ

があって、ヒアリングをしたことがあったのですね。長野

県の教育委員会で。そのときに、教育振興基本計画関係だ

ったのですけれども、宮本さんがおっしゃったのが、デー

タ的に見ると、不登校というのは、引きこもりの原因にな

っているデータが社会学の領域では有るということをお

っしゃっていて、だから、大人の世界の引きこもりという

のはこれだけ大きな社会問題になっているとすれば、教育

委員会としてやることは有るはずですよという文脈でお

っしゃられた。 

  引きこもり２００万人というのは、ポートランド・ステ

イト・ユニバーシティで国際会議があったときに、アメリ

カの心理学の教授のスピーチの中で、日本では引きこもり

が２００万人、ツーミリオンと言っていましたから２００

万人に及んでいて、疫病のように広がっているという言い

方をしていました。エピデミックという言葉ですけれども。 

  日本に戻ってきて、それが事実なのかどうか、私、学芸

大にいたのですが、心理学の教授に聞いてみたら、そのぐ

らいはいるでしょうねと言う。臨床心理学の人なのですけ

れども。だから、不登校対策というのは非常に大きな意味

を持つと思うのです。教育委員会が元気出すためには、役

に立っているということが非常に重要なので、もしデータ

が有れば、あるいは無ければ少し調査するとか、素朴な調

査でもかなり重要な、社会に対するインパクトは相当ある

と思うので、よろしくお願いいたします。 

○教育長 ありがとうございました。 

  杉田委員。 

○杉田委員 ２１ページの表なのですが、１４日に学力調査

をして、国語とか算数とか英語の人数に比べて、意識調査

の人数がどれも多くなっていて、本当だったらこれは同時

にやっている試験なのですよね。本当だったら全部同数が

好ましいと思うのですが、これだけ差があるのを説明して

いただけますか。 

○教育長 学力定着対策室長。 

○学力定着対策室長 ご質問いただきましたところですけ

れども、この学力調査は午前中の時間に、国語、算数、意

識調査の順にやってございます。ですので、朝遅刻してく

る子どもがいたり、国語とか算数は受けられないけれども

意識調査だけは受けるというようなお子さんもいたりし

まして、多少数にばらつきが出ておりまして、意識調査の

ところの数が一番多いという状況になってございます。 

○教育長 杉田委員。 

○杉田委員 それとお休みの人ももちろんいますよね。その

欠席の理由なんかはわかっているのでしょうか。 

○教育長 学力定着対策室長。 

○学力定着対策室長 各学校でそれぞれ把握しております

ので、もし必要でございましたらそういったデータ等もお
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まとめしたいと思います。 

○教育長 杉田委員。 

○杉田委員 心配しているのは、うわさで聞く話なのですが、

学力の低い子にはテストを受けさせないで意識調査だけ

をやらせるという。無いとは思うのですけれどもそういっ

たことがささやかれていたりしますので、ちょっと心配で

聞いてみました。ありがとうございました。 

○教育長 あとで報告してください。ほかいかがですか。 

小川委員。 

○小川委員 学習意識調査結果の２３ページを見て、これは

質問というより感想なのですけれども、勉強が好きだとい

うのが小学校はいいですけれども、中学校はうんと低いで

はないですか。ところが、宿題がなくても家で勉強すると

いうのが、中学校はちゃんといるのですよね。６４％も。

だから、このあたりを、もしかしたら書かれているのかも

しれないのですけれども、分析で指摘したらいいのかなと

思います。いいことも。嫌いだけれども努力している子も

いるのだよねという気がしました。 

  あと、この学習意識調査結果の全体平均は必要なのでし

ょうか。小学校と中学校で平均する意味は何なのかなと。

小学校は小学校、中学校は中学校ではないかと私は思って

いるので、このあたり平均する意味があるのかと感じた次

第です。 

  以上です。 

○教育長 学力定着対策室長。 

○学力定着対策室長 今、ご指摘ございましたとおり、分析

の仕方はいろいろあると思いますので、いい面はいい面で

書かせていただきたいなと思います。 

  全体平均のところなのですけれども、もちろん小学校は

小学校で、中学校は中学校で、また各学校においてはそれ

ぞれの状況に応じて対応することが大事だと思っていま

す。ただ全体を一応把握するためということで書かせてい

ただいております。それぞれの小学校、中学校で取り組み

を進めてまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○教育長 本にすると学年別とかも出るので、また楽しみに

していただきたいと思います。 

  ほか、いかがでしょうか。よろしいですか。 

（なし） 

  無いようですので、以上をもちまして、本年第７回足立

区教育委員会定例会を閉会いたします。 

  お疲れさまでした。 

午後３時５分閉会 
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